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提出312件 受講者数 7593名 受傷者数 31名 受傷率 0.41%

2009年度傷害事故集計表



• 直接の受傷原因

• 事故の外的要因
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• 傷害の内訳

• 用具と法的責任

• スキー指導における留意点
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• 直接の受傷原因

傷害事故報告集計



自己転倒

94％

衝　突
7％

衝突事故減少し、
自己転倒優位が続く

↑
講習中の統計

無理のない技術指導を

受傷原因



競技中
3%

練習中
7％

自由時間
17％

講習中
73％

傷害発生時の状況

・講習中の事故が
圧倒的に多い

・自由時間や練習中にも
事故に遭遇

↓

・生徒の安全確保を

・単独でも事故を防げる
技術/安全指導も



傷害事故報告集計
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• 事故の外的要因
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正しい状況判断
・課題の与え方
・スタート前の
安全確認

斜度、混雑状況と傷害度数

混雑していない

緩・中斜面

で事故が多い
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6• 踏み固めた
スムーズな斜面で多い

板をコントロール
する技術が大切

雪質、斜面状況別傷害事故度数

• ひねり運動が
難しい状況も
要注意
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 41～50歳
29％

 51～60歳
19％

６歳未満
０％

 ６～12歳
7％

 16～20歳
7％

 21～25歳
3％

 26～30歳
0％

 31～40歳
10％

 13～15歳
3％

 61歳以上
23％

受講者の

年齢分布を反映して

３０歳代から上に広く分布

４１歳以上が増加

全受傷者に対する年齢層別比率

41～50歳
１７％

51～60歳
１４％

６歳未満
３％

6～12歳
６％

26～30歳

３％

31～40歳
４０％
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０％

61歳以上
１７％

2007年度
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重傷と軽傷とに２極化

運動能力･体力
自己の意識と

実際との乖離

年齢と障害重度との関係

若年層に比較し

中高年には重症もある



 21-30日
0％

31日以上
3％

16-20日
10％

０～３日
32％

４～６日
23％

７～10日
16％

11～15日
16％

受傷までの滑走日数

滑走日数が

少ないうちほど、

傷害事故が多い

思い出すまで
無理をしない、
させない
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擦過傷･

刺創

26％

靱帯損傷
14％

打　撲
23％

捻　挫
20％

骨　折
14％

切　創
3％

脱　臼
0％

靱帯周囲の損傷の他

擦過傷・刺創が増加傾向擦過傷・刺創

障害の種類



その他　

 足　首

 下腿部

 膝　部

 大腿部

下　肢　

 腰　部

 腹　部

 背　部

 胸　部

体幹部　

 手指部

 前腕部

 上腕部

 肩　部

上　肢　

 頸　部

 顔　面

 後頭部

 前頭部

頭頚部　

受傷部位

上肢

体幹部

頭頸部

下肢

膝の傷害が

非常に多い
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• 膝関節の靱帯損傷、

捻挫、脱臼、骨折
が多い

スキー操作技術の
多様化への対応

傷害部位と外傷の種類
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男 男･骨折 女 女･骨折
女性の傷害事故が多く、
骨折も多い。

年齢別、性別の骨折の割合

多様なスキー操作
技術の習得過程で
傷害防止が必要
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自分で
20％

販売店
68％

知人･友人

3％

パトロール

０％
 その他･不明

7％

指導員
3％

強度は概ね適切

自己責任が
浸透してきた

ＰＬ法については
引き続き注意喚起

ビンディングの強度



自己,対人,対物

34%

対人＋対物

0%

自己＋対物

19%

対人
2%自己傷害

13%

対物
15%

自己＋対人

16%

対物のみが減少

自己傷害・対人・対物の

３点セットが次第に増加

掛け金は高くない
３点セットで!!

障害保険の種別
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• 直接の受傷原因
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• 事故の内的要因

• 傷害の内訳

• 用具と法的責任

• スキー指導における留意点• スキー指導における留意点



• 受講生の状況把握の重要性

• 他の講習との位置関係に要配慮

• 混雑していない中斜面、緩斜面は要注意

• 用具の選択、調整の指導

• 適切な保険

スキー学校での配慮事項



指導者の配慮事項

• 指導者は帽子をかぶっていますか？

• 講習場所の安全に配慮していますか？

• ストックを振って合図していませんか？

• 講習中、生徒の技術を超えた技術を使って滑って
いませんか？

• 多人数を一列で滑らせていませんか？

• リフトのセーフティーバーの正しい使い方を
指導していますか？

• 各指導者は事故に対処できますか？

• 事故時の連絡体制を確立してありますか？





報告書：特に重要な記入箇所



報告書：特に重要な記入箇所
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